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論文内容容の要旨
 目的＝

 網膜水平細胞から記録されるS電位についてはSvaeti－

chinの発見以来多くの研究があるが，その網膜機能上の

役割は明らかではない．しかしながら，刺激光の強さ

（工）とS電位の振幅（U）の問に，ある範囲内でU＝

Klog Iなる関係が成立つことが認められている．本研

究は，水平細胞の膜電位が，明暗順応状態のパラメータ

ーとなり得るのではないかとの立場から，上記のKの意

義を明らかにし，またS電位波形の各相の性質を解明す

ることを目的としたものである．

 実験材’料および方法：

 材料はコイ（qアカ7漁∫6α7μo）の剥離網膜標本を用

い，この微小電極法を適用した．背景照射（Ib）によっ

て生じるS電位（Ub）の種々な時点で試験照射（It）

を重ね，上記U＝Kllog Iから導かれる理論的解析と実

験結果を比較検討した．

 成績および考察：

 1）強さIbの背景照射によって生じたS電位Ubに

さらに強さItの試験照射を与えると，新たなS電位Ua

が発生するが，その大きさは，IbとItが時間的に完全

に一致した時およびUbのstatic phaseにItが与え

られた時には一定となる．これは1t＝91bの条件下で

はKの値と等しい．

 2）試験照射ItがUbのdynamic phaseに重ねられ

るとUaは小さい．したがって，この相には自己抑制的

作用があると考えられる．またこの抑制はdynamic phase

の最大傾斜付近で最：も大きい．

 3）背景照射IbによるS電位Ubのstatic phaseが

一定レベルになるには400msec以上の緩徐な時間経過

をとるのが＝普通であるが，Uaの測定をすればdynamic

phaseより150 msec後にはすでに一定値を示す．した

がってdynamic phaseよりstatic phaseへの移行期に

は受動的な電位変動がある．

 4）Ubのstatic pnaseにさらに光刺激を与えて新た

なS電位を発生させると，その刺激と振幅の関係にも

U＝Klog Iの一般式が成立するが，この場合のKは小さ

い．したがって，Kは膜電位の大小に依存し，いわゆる

静止電位が浅ければKは大で，静止電位が深ければ逆に

小となる．これは計算値と実測値がほぼ一致し，一般的

には，Kの値は暗順応時に大，明順応により小となるこ

とが明かとなった．

 5）dynamic phaseとstatic phaseの性質の差から，

脊椎動物の視細胞電位およびS電位発生の機序にNa， K

等のイオンの細胞膜における透過性が関与するとすれ

ぽ，この2相におけるイオンの透過性に差異があること

が推定される．

論 文 審 査 の 要 旨

本研究は，網膜水平細胞の膜電位について解析し，強さ1なる光とそれによるS電位Uとの間に成立す
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るU＝KIog IにおけるKが上記膜電位に依存して網膜の順応状態を表わす指標となることを明らかにし

たもので，視覚生理学に寄与するところ大であると認める．
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